
研究課題名

保健所の食中毒調査情報と連結させたカンピロバクター食中毒の疫学解析に関する研究

研究の概要

１．都内で発生したカンピロバクター食中毒事例（疑い事例も含む）の患者および鶏肉等

の参考食品から分離されたCampylobacter jejuni（カンピロバクター・ジェジュニ）の遺伝

子型別を行う。

２．上記１で取り扱う食中毒事例について、担当保健所が実施した食中毒調査情報（主

に患者および原因食品に関するもの）を収集する。患者の場合は、年齢、性別、職業等を

収集し、原因食品（鶏肉）の場合は、鶏の種別（ブロイラー、地鶏、銘柄鶏等）、産地、

仕入先、調理法等の情報を収集する。

３．上記１および２で得られた情報を連結して解析することで、都内で発生したカンピロバク

ター食中毒のより詳細な特徴（例：感染リスクの高い患者の傾向、原因食品の鶏肉の特徴

等）を明らかにする。
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